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 通信、地球探査、衛星運用等の
全ての衛星と地球局の通信回線
のこと。 

 現在運用中の衛星と、これから
打ち上げる同一仕様の後継機は
一つの衛星通信網となる。 

イリジウムやGPS等のコンステレー
ションシステムは衛星が多数あっても、
一つの衛星通信網である。 

    衛星通信網とは 1 

    複数の衛星で構成される衛星通信網 2 



自国の衛星通信網 

2：干渉例①(衛星通信網への干渉) 3 
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2：干渉例②(地上通信網への干渉) 4 

自国の衛星通信網 

自国の人工衛星局 

自国の地球局A 
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周波数の使用・運用が、他国の無線通信網（衛星通信網・
地上通信網）に対し、有害な干渉を与え（又は受け）ない
よう、各国の主管庁の間で技術的な調整を行うこと。 

 国際周波数調整の目的 1 

 国際周波数調整の主な流れ 2 

国際調整  

関係国との間で
技術的な調整 

通 告  

各国がITUに

周波数を通告 

審 査  

ITUが審査 

登 録  

審査に問題が
なければ

MIFRへ登録 

ITU = International Telecommunication Union（国際電気通信連合） 

MIFR = Master International Frequency Register（国際周波数登録原簿） 
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 国際連合の専門機関。 

 本部は、ジュネーブ。 

 設立は、1865年。（本年は150周年） 

 無線周波数を分配したり、国際周波数調整に係る規則や技術・運用条件等
を策定している。これらの規則は無線通信規則にまとめられている。 

Radio 
Regulations 

Vol.1 
（条文） 

Vol.2（附属書） 

Vol.3（決議・勧告） 
Vol.4（決議） 

無線通信規則 

ITUのオフィス 
（ITU webサイトより引用） 

 ITUとは？ 3 
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国際調整  

関係国との間で
技術的な調整 

通 告  

各国がITUに

周波数を通告 

審 査  

ITUが審査 

登 録  

審査に問題が
なければ

MIFRへ登録 

事前公表資料 
API（Advance Publication Information） 

衛星通信網の諸元（周波数・軌道位置・アンテナ利得等）をまとめた資料。
APIの有効期限はITUの受領日から7年間。 

通告資料 
Notification Information 

国際調整結果を踏まえて、実際に打ち上げられる衛星や地球局の最終的な
仕様をまとめた資料。APIの公表から6か月以上経過しなければ、通告はで
きない。通告は、衛星の打上げ前が望ましい。 

国際アマチュア無線連合 
IARU（International Amateur Radio Union） 

アマチュア無線局の周波数調整や支援等を行うグループ。 

登録 
Recording 

ITUへ提出した「通告資料」の審査結果に問題がなければ、MIFR(国際周
波数登録原簿）へ周波数割当てが登録される。 

運用開始 
BIU（Bringing Into Use） 

ある衛星が実際に運用を開始すること。衛星網の登録に加え、運用開始日
をITUへ通知しなくてはならない。 
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事前公表資料の例 

衛星通信網の名称 

責任主管庁 軌道情報 

APIの番号 

APIの 
受領日 

APIの 
公表日 

他国からの 
意見申立て 
期限 

ABCDE 

1234567890 

API/A/123 

1234 / 30.04.2015 

23.01.2015 

30.08.2013 

4か月 この日から7年以内に 
国際調整を完了させ、 

運用開始する必要がある。 
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事前公表資料の例（続き） 

地球局の情報 

アンテナ利得 

周波数範囲 

ペリジ アポジ 軌道 
傾斜角 

無線局種 

サービス 
エリア 

電波型式 

最大電力密度 
最大電力 
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最長7年 

3か月 4か月 2か月以上～数年 

打上・初期運用 

アマチュア周波数使用時 

衛星運用者 

総務省 

ITU 

IARU 

ITU = 電気通信連合 
API = 事前公表資料 
JARL = 日本アマチュア無線連盟 
IARU = 国際アマチュア無線連合 
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地球局調整について 

他国の領土に地球局の
調整区域がかかる場合、
地球局調整が必要。 

調整区域は、ITUのソフ
トウェア（無料）を用
いて作成する。 

地球局の調整区域 

地球局 

ロシア領 

韓国領 

（ソフトウェアの入手先） 

http://www.itu.int/en/ITU-R/software/Pages/ap7capture.aspx 
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国際調整のまとめと注意事項 

 国際周波数調整は、ITUの無線通信規則に基づき実施。 

 衛星通信網の運用にあたっては、使用する周波数帯に関
わらず、必ず国際周波数調整を行わなければならない。 

 地球局は、調整区域が他国の領土にかかる場合に国際調
整が必要。 

 国際周波数調整は、自国の衛星通信網がMIFRに登録され
た後であっても、他国で新たに衛星通信網が運用される
場合、国際調整を要請されることもあり、国際調整は自
国の衛星調整網の運用を終了するまで対応が必要。 
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急増する小型衛星の打上げ数・公表資料数 

打上げ数 

公表資料数（API） 

公表資料数（通告） 

[Ref.] Report ITU-R SA.2348 “Current practice and procedures for notifying space networks 
currently applicable to nanosatellites and picosatellites” 

API = 事前公表資料 

小型衛星の需要が急激に高まり、 
周波数・軌道権益の確保はますます困難に！ 
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国際調整に関してご質問やご相談がございましたら 

http://www.tele.soumu.go.jp/j/freq/process/freqint.htm 

総務省 総合通信基盤局 
電波部 国際周波数政策室 国際調整係 
 
            03-5253-5878 
 
            sat-fpd@soumu.go.jp 

Tel 

E-mail 

総務省のホームページでも情報を提供しています。 

URL 
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ご静聴 
ありがとうございました。 
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